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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人を認める 

人を排除しない 

仲間を作る 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ
とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

次の各組の b の文の( ）の中に、それぞれ１語ずつを入れ、bの文が a の文と同じ意味

を表すようにせよ。  

a.  This is the most touching story that I have ever been told. 

b.  I (            )(            )(            )(            ) a more touching story. 

 

だいぶ暑くなり、夏も本番となってきました。暑さに負けず、みんな楽しく

通学してくれています。先月末、フリースクールはムラーボへ遠足に出かけ

ました。ゲームを通して楽しみながら科学について学ぶことができました。

今後フリースクールでは遠足の機会を多く作る予定となっています。実際に

体験しながら、楽しく様々なことを学んで行きましょう！（髙橋） 

 

６月からフリースクール担

当をしておりますチミです。

教科は英語を担当してい

ます。みなさんとまだ距離

がある気がしますが、毎日

みなさんと話したり、笑顔

を見たりすることで、モチベ

ーションを得ることができ

ています。できるだけみな

さんの力になってサポート

ができれば幸いです。いつ

かみなさんが社会に出て、

自分の思うように生活が

できることを願っています。 

今年度フリースクール

担当の髙橋ゆりで

す。高校生のみなさん

とはゼミなどで関わっ

ています。養護教諭と

して皆さんが元気に

過ごせるようサポート

していきますので、気

軽に声をかけてくださ

い。いろんなことに挑

戦して、楽しく、充実し

た学校生活を送って

いきましょう！よろしく

お願いいたします。 

 

メトぺマ杯（フットサル大会） 

今年は約３年ぶりに大磯キャンパスにて開催すること

ができました。予選は１勝１敗でなんとか決勝トーナ

メントに進出、トーナメント１回戦では惜しくも負け

てしまい、思うような結果は出せませんでしたが、点

を取られても仲間同士声をかけ続ける姿が印象的でし

た！また、横浜鴨居GCのみなさんと交流戦を行うな

ど、他校舎との仲を深めることもできました。また来

年リベンジしましょう！（勝又） 

今年度フリースクールを担当させていただく加藤博美で

す。ポートサイド校に勤務し13年目にして初めてフリースク

ールの皆さんとの時間を共にしています。多感で様々な感

情に向き合いながらも、楽しそうに過ごす皆さんから、たくさ

ん元気をもらっております。この、家族写真のようなスタッフ

と協力し、皆さんをサポートできるよう頑張ります。 

「評価」 

 

あっという間に梅雨が明けてしまい、夏がやってきた！と思ったら、また雨。はっきりしない天

候が続いています。常に傘を待たなくてはならないというのは面倒なものですね。 

 

さて、先日星槎オリンピックスポーツ部門が行われました。横浜 PS校として快挙を達成しまし

た。ドッジボールで準優勝！ソフトバレーボールで第 3位！女子バスケが第 3位！そして嬉しい

ことに、応援旗コンテストでも「優秀賞」を受賞することができました！応援旗で賞を取ったのは

初めてです。毎日遅くまで残って仕上げてくれた皆さん、本当にありがとう！ 

結果も大事ですが、それ以上に他校舎との交流ができたことがとても良かったです。開会式で

は、「一生懸命やることと、熱くなるのは違います。相手も味方も審判もリスペクトしてください」

という話しをさせてもらいました。その通り、実践してくれた生徒は立派でした。その中でもドッジ

ボールでは決勝で敗れたものの、すぐに相手の八王子GCのメンバーと互いの健闘を讃え合い、

最後に一緒に記念撮影をしている姿には感動しました。 

 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「自分の評価は自分でしないっていう風に決めているので。」 

 

この言葉は、アメリカ大リーグで二刀流として活躍している大谷翔平選手の言葉です。自分は

どうしても自分に甘く評価をしてしまいます。評価はあくまでも他人がするものであって、自分で

するものではありません。また評価を気にし過ぎてしまうのも高いパフォーマンスを発揮すること 

ができなくなってしまうのです。「自分は自分」。人と比べても良いことはありません。誠実に、 

ひたむきに頑張っていれば、必ず評価は付いてくるはずですよ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 月   

2 火   

3 水 サマーキャンプ（申込者）  

4 木 サマーキャンプ（申込者）  

5 金   

6 土   

7 日   

8 月   

9 火   

10 水 夏期閉校期間  

11 木   │  

12 金   │  

13 土   │  

14 日   │  

15 月   │  

16 火   │  

17 水   │  

18 木    │  

19 金   

20 土   

21 日   

22 月   

23 火  漢字検定 

24 水   

25 木 FS授業開始  

26 金 夏期講習Ⅱ期①  

27 土  数学検定 

28 日   

29 月 夏期講習Ⅱ期②  

30 火 夏期講習Ⅱ期③  

31 水   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 
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広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

星槎オリンピック（スポーツ部門）が 7月 8日（金）に実施され

ました。サークル活動での練習の成果も出て、横浜ポートサイド

校一丸となった結果、ドッジボール準優勝、ソフトバレーボール

3 位、バスケ 3on3 女子 3 位と好成績を収めました！さらに本

校としては初めて応援旗も優秀賞として表彰されました。他校舎

ともスポーツを通じて交流することができ、新たな生徒の一面を

見ることができました。来年度は更にサークル活動にも力を入れ

て、優勝できるように横浜ポートサイド校一丸となって頑張りた

いと思います。（長瀬） 

 

 

 

《解答》 

・have  ・never  ・been  ・told・told 

 

《解説》  

・touching = 感動的な                      

・訳としては、a の文は「これは私がかつて話してもら

った最も感動的な話である。」とな り、B の文は「私は

これ以上感動的な話をされたことがない。」となり、同じ

意味になる。 

 

様々な授業や休み時

間に使うことができま

す。景色がとても良

く、気持ちの良い空

間です！ 

ドッ

ジ 

準優勝  ドッジボール 
 卓球 

 
ソフトバレーボール ３位 

バスケットボール  女子３位 

応援旗  

優秀賞 


